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広
報
委
員

 岡
田

　徹

マ
ッ
チ
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
（
宇
野
気
）

　サ
ー
ビ
ス
部
会
よ
り
広
報
委
員
と
な
り
ま
し
た
、
岡
田
で
す
。

委
員
ら
し
い
こ
と
は
何
も
し
な
い
で
早
一
年
近
く
に
な
り
、
今
回

初
め
て
こ
の
「
編
集
後
記
」
を
任
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
一
年
、
商
工
会
の
県
大
会
や
研
修
会
等
が
あ
り
、
部
会
理

事
、
委
員
に
な
る
ま
で
は
知
ら
な
か
っ
た
様
々
な
活
動
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
あ
ら
た
め
て
商
工
会
活
動
が
地
域
へ
の
貢
献
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
こ
数
年
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
や
能
登
の
震
災
、

急
激
に
進
む
デ
ジ
タ
ル
化
の
波
な
ど
我
々
の
生
活
、
経
営
に
と
っ

て
大
変
な
出
来
事
が
お
こ
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
時
代
だ
か
ら

こ
そ
地
域
で
こ
れ
ま
で
以
上
の
連
携
、
協
力
が
必
要
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。
商
工
会
組
織
は
、
そ
の
地
域
の
必
要
性
に
応

え
る
こ
と
が
で
き
る
組
織
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　役
員
の
皆
様
だ
け
で
な
く
会
員
の
方
々
に
も
是
非
、
商
工
会
活

動
に
参
加
い
た
だ
き
共
に
か
ほ
く
市
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
広
報
委
員
と
し
て
、
地
域
振
興
に
関
す
る
記
事
を
、
皆

様
の
ご
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
う
か
が
い
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

★お店の特徴★
　自然豊かな高松にある海の近くの完全予約制の小さな
カウンセリングカフェです。
　ゆったりとした時間の流れる場所で、こだわりのコーヒー
とオリジナルブレンドのハーブティーを飲みながら、カウン
セラーと共にご自身の心と向き合い癒されるカウンセリン
グをしています。箱庭セラピー、アートセラピーなど内面の
表現を重視したカウンセリングを得意としています。

★おすすめの商品★
初回カウンセリング（ドリンク付）・・・ 6,000円

★カウンセラー紹介★
　カウンセラー　竹内 佳代　臨床心理学 修士
社会福祉学部を卒業後、大学院にて臨床心理学を修了。
これまで悩める親子、生きづらさを抱えた大人の方の
数多くのカウンセリングをしてきました。現在は、アート
と心理学を組み合わせ新たな事業にもチャレンジしています。
FMかほくで毎週金曜日１５時からラジオ番組を放送中です。

★プレゼント商品★ ドリンクと無料相談 10名様

かほく市高松  ☎ 090-1396-5101
MAIL kokoro.design22@gmail.com

ココロデザインココロデザイン

読者プレゼント応募券
（切り取ってハガキにお貼り下さい）

※本応募券にご記入いただいた個人情報は、上記の利用目的以外には使用しません。

本誌感想や商工会へのご意見などをお聞かせ下さい。

　今月号で紹介した「ココロデザイン」様より10名の方に
ドリンクと無料相談を抽選で差し上げます。
　プレゼント応募券に必要事項をご記入の上、葉書に貼っ
て、3月31日（当日消印有効）までに投函下さい。
　なお、当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせて頂
きます。

 ココロデザイン 様

（応募締め切り　３月31日 当日消印有効）

　　　　〒　　　－住　所　  かほく市

氏　名　　　　　　　　　　　　　　年令　　　才

連絡先　TEL　 　　　－　　　　　　　

ふりがな

申込先……〒929-1215  かほく市高松ク42-1
 かほく市商工会広報委員会事務局

編集後記

ココロデザイン HP QRコード

地域を明るくし、企業を元気にする

商工会女性部は、地域と共に
楽しく活動しています。

商工会女性部のご案内

■問い合わせ先 かほく市商工会女性部  かほく市高松ク42番地1  
 TEL（076）204-6822  FAX（076）282-5663

新規会員募集中!

❹https://kahoku.shoko.or.jp/
〈編集・発行〉かほく市商工会　かほく市高松ク42番地1  TEL 076－204－6822  FAX 076－282－5663

　
去
る
１
月
16
日
（
木
）
か
ほ
く
市
高
松
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
沖

縄
県
豊
見
城
市
商
工
会
か
ら
上
原
直
彦
会
長
を
含
め
て
12
名
、
か
ほ
く
市
商

工
会
か
ら
南
春
夫
会
長
を
含
め
て
14
名
に
よ
る
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
豊
見
城
市
商
工
会
は
、
豊
見
城
市
商
工
会
青
年
部
と
か
ほ
く
市
商
工
会
青

年
部
と
の
30
年
を
超
え
る
交
流
（
か
ほ
く
市
商
工
会
が
誕
生
す
る
10
年
前
か

ら
の
交
流
）
が
あ
り
、
そ
れ
に
加
え
て
能
登
半
島
地
震
の
復
旧
・
復
興
を
観

光
で
支
援
し
よ
う
と
の
考
え
で
今
回
の
来
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
30
年
に
渡
る
交
流
は
、
主
に
青
年
部
の
子
供
た
ち
を
対
象
と
す
る
児
童
育

成
交
流
事
業
で
、
３
年
に
一
度
、
子
供
た
ち
10
名
程
度
を
、
夏
は
か
ほ
く
市

か
ら
豊
見
城
市
に
派
遣
、
沖
縄
の
透
き
通
っ
た
海
を
中
心
と
し
た
レ
ジ
ャ
ー

を
経
験
、
冬
は
豊
見
城
市
か
ら
か
ほ
く
市
に
派
遣
、
ス
キ
ー
や
伝
統
工
芸
を

経
験
、
相
互
交
流
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
来
会
し
た
方
の
中
に
は
、
児
童
育
成
交
流
事
業
に
参
加
さ
れ
た
青
年

部
O
B
の
方
が
多
く
い
ま
し
た
。
沖
縄
県
豊
見
城
市
は
、
県
都
那
覇
市
に
隣

接
し
た
市
で
、
人
口
6
5
、8
8
9
人（
R
6
・
12
・
31
現
在
）、

商
工
会
員
1
、
3
2
9
事
業
所
（
R
6
・
3
・
31
現
在
）
で
、

か
ほ
く
市
商
工
会
よ
り
少
し
大
き
な
商
工
会
で
、
市
の
特

産
品
は
、
泡
盛
・
ウ
ー
ジ
染
め
・
琉
球
漆
器
な
ど
多
彩
で
す
。

　
か
ほ
く
市
の
産
業
と
は
大

き
く
異
な
り
ま
す
が
、
そ
れ

ゆ
え
に
交
流
に
よ
り
意
外
性

の
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
成
果
が

得
ら
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
後
も
交
流
を
続
け
、
交
流

が
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
く
こ

と
を
望
み
ま
す
。

豊
見
城
市
商
工
会
と
の
交
流

と

み

ぐ
す
く
し

能
登
半
島
地
震
の
復
興
を
観
光
で
支
援

児童育成交流事業

P2 2025新春講演会

P3 3部会合同新春経営講演会
 新年互礼会
 商工貯蓄共済
 小規模企業共済
 桜まつり予告
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令
和
７
年
１
月
24
日
（
金
）17:

30
よ
り
、

か
ほ
く
市
高
松
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
中
ホ
ー

ル
に
て
、「
３
部
会
合
同
新
春
経
営
講
演
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
24
名
の
方
々
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
、
石
川
県
立
看
護
大
学
学
長
・

東
京
大
学
名
誉
教
授
で
あ
る
真
田
弘
美
氏
を

お
招
き
し
、「
看
護×

モ
ノ
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
真
田
氏
は
、
産
学
連
携
に
よ
る
医
療
機
器

（
エ
コ
ー
や
マ
ッ
ト
レ
ス
）
の
開
発
事
例
や
、

専
門
分
野
で
あ
る
褥
瘡
（
じ
ょ
く
そ
う
）
ケ
ア

に
関
す
る
取
り
組
み
の
紹
介
。
ま
た
、
看
護

分
野
に
お
け
る
将
来
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
の
展
望
も
語
ら
れ
、
参
加
者
か
ら
は

多
く
の
関
心
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
講
演
後
、
懇
親
会
の
時
間
で
は
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
医
療
と
も
の
づ

く
り
の
融
合
と
い
う
新
た
な
視
点
を
学
ぶ
貴

重
な
機
会
と
な
り
、
参
加
者
か
ら
は
「
非
常

に
参
考
に
な
っ
た
」「
今
後
の
業
務
に
生
か
し

て
い
き
た
い
」
と
の
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。 新春講演会新春講演会

(石川県立看護大学学長・
　　　東京大学名誉教授)

講師

テーマ

真田 弘美 氏

「看護×モノづくり」
三部会

新年互礼会
　
去
る
１
月
10
日（
金
）午
後
５
時
30
分
よ
り
、

か
ほ
く
市
高
松
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
１
階
中

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
か
ほ
く
市
商
工
会
主
催

の
新
年
互
礼
会
を
開
催
、
約
１
０
０
人
が
能

登
半
島
地
震
か
ら
の
復
興
と
地
域
経
済
の
活

性
化
へ
一
層
の
連
携
を
誓
い
ま
し
た
。

　
南 

春
夫
商
工
会
長
が
「
な
り
わ
い
補
助
金

や
持
続
化
補
助
金
を
活
用
し
地
域
を
元
気
に

す
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
油
野
和
一
郎
市
長

は
「
大
崎
地
区
な
ど
の
液
状
化
被
害
の
復
旧

に
全
力
を
尽
く
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。
宮
本

周
司
参
議
院
議
員
、
杉
本
成
一
市
議
会
議
長

が
順
に
祝
辞
を
述
べ
、
竹
本
重
久
副
市
長
の

発
声
で
乾
杯
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
参
加
の
皆
さ
ん
は
、
先
に
行
わ

れ
た
新
春
特
別
講
演
会
の
内
容
も
参
考
に
今

年
巳
年
は
ど
の
よ
う
な
年
に
な
る
か
、
今
年

の
抱
負
な
ど
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。

中
締
め
は
、
西
田
省
三
市
町
会
区
長
会
連
合

会
長
が
行
い
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
新

年
互
礼
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

小規模企業共済小規模企業共済小規模企業共済

オンライン手続が可能になりました

退職後のゆとりある生活を応援します

小規模企業共済は、事業の廃止･退職後の生活安定
資金を積み立てて準備する共済制度です。
掛金は、全額を所得控除できるので節税効果もあ
ります。

令和７年 5
令和6年

能登半島地震復興支援
チャリティーイベント

イベント内容 ●チャリティ餅つき
●民謡・演奏・唄と踊り
●市内幼稚園児による演技
●市内保育園児による演技
●高松中学校吹奏楽部演奏会
●めった汁無料ふるまい ●その他

まつり会場には
模擬店が
いっぱい‼

商工貯蓄共済商工貯蓄共済商工貯蓄共済
～１つの掛金で３つの備え～

がっちり貯める 利息が複利で積み立てられるため、 たいへんお得な貯蓄です。

しっかり守る
 集団扱定期保険料率なので保険料が割安です。

 万一の場合、貯蓄積立金に加え、死亡保険金をお支払い
 します。

きっちり支える 低利の融資制度を準備しております。 なお、融資の可否は、信用金庫とのご相談となります。

詳しいお問い合わせ･お申し込みはかほく市商工会へご連絡下さい！！

満期を迎える方は継続加入を!

貯蓄

保障

融資

商工貯蓄共済が満期を迎え、継続加入する場合の最大のメリットは、その時の
健康状態に関係なく、元の保険金の範囲内で保障を継続できることです。
満期を迎える方は、是非、継続加入をご検討ください。

予告

❸

「
２
０
２
５
年
の

　
　
　
　
日
本
経
済
展
望
」

読
売
テ
レ
ビ
報
道
局

　
　
　
　解
説
委
員
長 

高
岡 

達
之 

氏

講
師

　
去
る
１
月
10
日（
金
）、
か
ほ
く
市
高
松
産
業
文

化
セ
ン
タ
ー
一
階
大
ホ
ー
ル
を
会
場
と
し
て
、
読

売
テ
レ
ビ
放
送
特
別
解
説
委
員
　
高
岡 

達
之 

氏

を
お
招
き
し
て『
２
０
２
５
年
の
日
本
経
済
展
望
』

と
題
し
て
新
春
特
別
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

　
ま
ず
は
こ
の
度
の
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お

見
舞
い
申
し
上
げ
る
。
私
は
兵
庫
県
に
在
住
し
て
い
る
が
、
本
年
は
阪
神
・
淡

路
大
震
災
か
ら
30
年
に
な
る
。
な
に
よ
り
皆
様
の
な
り
わ
い
が
一
刻
も
早
く
も

と
に
戻
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
本
日
は
ト
ラ
ン
プ
氏
の
大
統
領
就
任

以
降
に
つ
い
て
と
、
日
本
の
政
治
に
つ
い
て
説
明
し
、
２
０
２
５
年
の
流
行
、

最
後
に
人
を
大
切
に
す
る
こ
と
の
重
要
性
の
４
つ
に
分
け
て
説
明
す
る
。

【
ト
ラ
ン
プ
氏
の
大
統
領
就
任
以
降
の
米
国
に
つ
い
て
】

　
米
国
は
１
月
20
日
に
ト
ラ
ン
プ
氏
が
大
統
領
に
就
任
す
る
。
彼
は
昨
年
６
月

に「
関
税
は
辞
書
の
中
で
一
番
美
し
い
言
葉
」で
あ
る
と
語
っ
て
い
る
が
、
実
際

は
そ
の
前
に「
愛
と
信
頼
の
文
字
を
除
け
ば
」と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
同
盟

国
の
首
脳
と
直
接
会
っ
て
協
議
し
、
信
用
出
来
る
か
否
か
を
見
極
め
、
信
頼
を

得
た
場
合
は
高
い
関
税
は
か
け
な
い
の
で
あ
る
。
ト
ラ
ン
プ
氏
の
実
像
は
愛
、

つ
ま
り
相
手
へ
の
リ
ス
ペ
ク
ト
を
重
視
し
て
い
る
。
酒
、
煙
草
を
や
ら
ず
、
私

服
を
持
た
ず
、
困
っ
た
人
間
が
い
た
ら
寄
り
添
う
の
で
あ
る
。
拉
致
被
害
者
の

横
田
め
ぐ
み
さ
ん
の
母
・
早
紀
江
さ
ん
に
寄
り
添
い
、
手
を
握
っ
た
外
国
の
首

脳
は
ト
ラ
ン
プ
氏
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
一
面
を
知
っ
て
い
な
い
と
日
本

は
損
を
す
る
。
石
破
首
相
は
上
手
く
い
け
ば
２
月
に
ト
ラ
ン
プ
氏
に
会
え
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
会
っ
て
何
を
話
す
の
か
よ
く
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
提
案
内

容
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
も
会
え
る
も
の
だ
。
ト
ラ
ン
プ
氏
は
選
挙
後

に
一
番
最
初
に
会
っ
た
の
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
大
統
領
だ
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、

ボ
リ
ビ
ア
、
チ
リ
の
国
境
地
帯
は
世
界
の
約
６
割
に
も
上
る
リ
チ
ウ
ム
が
埋
蔵

さ
れ
て
お
り
、「
リ
チ
ウ
ム
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」と
呼
ば
れ
る
聖
域
で
あ
る
。
そ

の
多
く
を
中
国
に
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
が
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
だ
け
は
ま
だ
押
さ

え
ら
れ
て
い
な
い
た
め
会
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
リ
チ
ウ
ム
は
グ
リ
ー
ン
ラ
ン

ド
に
も
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
米
国
の
危
機
は
橋
で
あ
る
。
昨
年
も
崩
落

し
た
橋
が
あ
り
、
全
体
の
40
％
は
い
つ
崩
落
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
態
と

な
っ
て
い
る
。
米
国
は
橋
の
修
理
は
不
得
意
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
所
に
日
本

の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
。
ま
た
米
国
に
は
ス
テ
ィ
ー
ブ
シ
ュ
ワ
ル
ツ
と

い
う
人
が
い
る
。
こ
の
人
は
岸
田
前
首
相
が
就
任
時
に
最
初
に
会
っ
た
人
で
あ

る
。米
国
の
大
手
投
資
フ
ァ
ン
ド
で
あ
る
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン
の
会
長
で
あ
り
、

ブ
ラ
ッ
ク
ロ
ッ
ク
の
親
会
社
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
日
本
の
命
運
を
握
っ
て
い
る

と
い
っ
て
よ
い
。
彼
は
今
も
権
力
者
で
あ
り
、
世
界
有
数
の
大
学
に
は
彼
の
息

の
か
か
っ
た
研
究
機
関
が
あ
る
。
そ
れ
は
中
国
の
清
華
大
学
に
も
存
在
す
る
。

そ
の
彼
が
ト
ラ
ン
プ
の
後
ろ
盾
と
な
り
、
今
後
は
脱
炭
素
方
針
を
当
分
見
直
す

と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
脱
炭
素
の
圧
力
は
当
面
和
ら
ぐ
こ
と

に
な
る
。
但
し
、
日
本
は
４
年
後
の
大
統
領
選
挙
後
の
世
界
も
踏
ま
え
た
両

に
ら
み
で
行
く
べ
き
で
あ
る
。

【
日
本
の
政
治
に
つ
い
て
】

　
自
民
党
、
公
明
党
、
国
民
民
主
党
の
３
党
の
幹
事
長
が
会
談
し
、
１
０
３

万
円
の
壁
の
引
き
上
げ
と
ガ
ソ
リ
ン
の
暫
定
税
率
の
廃
止
で
合
意
し
た
。
こ

れ
は
森
山
幹
事
長
の
力
が
大
き
い
。
森
山
氏
は
立
憲
や
共
産
と
も
意
見
交
換

が
で
き
る
人
間
で
あ
る
。
お
か
け
で
石
破
首
相
は
、
参
院
選
前
ま
で
に
い
つ

で
も
ガ
ソ
リ
ン
の
暫
定
税
率
廃
止
の
カ
ー
ド
を
切
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に

な
っ
た
。
森
山
氏
の
影
響
力
は
日
本
の
予
算
の
配
分
に
つ
い
て
も
及
ん
で
い

る
と
い
っ
て
よ
い
。
予
算
配
分
は
実
態
と
し
て
は
平
等
で
は
な
く
、
特
定
の

県
や
市
に
偏
っ
て
流
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
上
手
く
や
る
自
治
体
は
当
地
域

が
不
便
な
土
地
柄
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
て
予
算
を
引
っ
張
っ
て
い
る
。
そ
の

最
た
る
例
が
森
山
氏
の
出
身
地
で
あ
る
鹿
児
島
県
で
あ
る
。
鹿
児
島
県
に
は

桜
島
が
あ
り
、
今
日
ま
で
火
山
灰
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
が
、
政
財
界
が
一
枚

岩
と
な
っ
て
予
算
の
獲
得
に
あ
た
り
、
日
本
一
に
育
て
て
い
る
品
目
が
多
い
。

例
と
し
て
は
畜
産
・
養
殖
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
黒
牛
、
黒
豚
、
地
鶏
、

ウ
ナ
ギ
の
生
産
数
は
日
本
一
で
あ
る
。
火
山
灰
に
よ
っ
て
米
の
生
産
が
難
し

い
代
わ
り
に
、
さ
つ
ま
い
も
の
生
産
に
適
し
て
い
る
。
ま
た
温
泉
や
シ
ラ
ス

台
地
に
よ
っ
て
濾
過
さ
れ
た
水
が
あ
る
。
芋
と
水
と
く
れ
ば
焼
酎
で
あ
る
。

ま
た
、
芋
を
麦
に
替
え
た
ら
ウ
イ
ス
キ
ー
が
出
来
る
。
そ
の
た
め
ウ
イ
ス
キ
ー

の
生
産
に
も
積
極
的
で
あ
る
。
今
の
世
界
三
大
ウ
イ
ス
キ
ー
と
い
え
ば
、
一

つ
は
ス
コ
ッ
チ
、
次
に
バ
ー
ボ
ン
、
三
番
目
は
ジ
ャ
パ
ン
ウ
イ
ス
キ
ー
な
の

で
あ
る
。
顧
客
は
東
京
の
み
な
ら
ず
、
世
界
か
ら
や
っ
て
く
る
。
そ
こ
に
鹿

児
島
県
の
焼
酎
メ
ー
カ
ー
は
目
を
つ
け
ウ
イ
ス
キ
ー
製
造
に
乗
り
出
し
た
。

ま
た
、
熊
本
県
は
横
か
ら
入
っ
て
補
助
金
を
持
っ
て
行
く
の
が
上
手
い
。Ｔ
Ｓ

Ｍ
Ｃ
の
第
三
工
場
に
は
四
九
〇
〇
億
円
の
補
助
金
が
つ
い
て
い
る
。
ま
た
、Ｔ

Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
会
長
は
台
湾
有
事
を
気
に
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
食
料
自
給
率
の

高
さ
が
決
め
手
に
な
っ
た
。
九
州
の
畜
産
全
般
は
雄
大
な
自
然
を
活
か
し
て

伸
び
伸
び
育
て
て
い
る
た
め
味
に
影
響
し
て
美
味
し
く
な
る
。
但
し
、
生
き

物
で
あ
る
た
め
、
そ
の
動
き
や
顔
色
を
見
な
が
ら
接
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

常
に
人
手
が
必
要
で
あ
っ
た
。
し
か
し
今
は
I
T
化
に
よ
っ
て
張
り
付
く
必

要
が
無
く
な
っ
た
。
牛
に
無
線
温
度
セ
ン
サ
を
飲
ま
せ
る
と
胃
の
中
で
牛
の

微
弱
電
流
を
読
み
取
り
そ
れ
を
i
p
a
d
に
送
信
さ
れ
る
こ
と
で
一
頭
一
頭

の
牛
の
状
態
が
事
務
所
の
中
で
わ
か
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と

少
人
数
で
多
く
の
牛
を
管
理
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
高
付
加
価

値
の
肉
を
大
量
に
生
産
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
し
て
I
T
化
は
国
も

補
助
金
を
出
す
た
め
に
都
合
の
良
い
理
由
と
な
る
。

【
２
０
２
５
年
の
流
行
に
つ
い
て
】

　
２
０
２
５
年
に
流
行
る
言
葉
は「
モ
ー
ダ
ル
」で
あ
ろ
う
。
輸
送
手
段
を
自

動
車
か
ら
船
な
ど
に
変
更
す
る「
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
」、
感
覚
の
組
み
合
わ
せ

で
満
足
感
を
高
く
す
る「
ク
ロ
ス
モ
ー
ダ
ル
」な
ど
が
あ
る
。
入
浴
剤
の
効
果

を
増
幅
さ
せ
る
心
地
良
い
音
や
、
ビ
ー
ル
の
お
い
し
さ
を
増
幅
さ
せ
る
映
像

と
音
楽
に
よ
っ
て
五
感
に
働
き
か
け
て
売
上
ア
ッ
プ
を
図
る
の
で
あ
る
。
最

後
に
情
報
の
組
み
合
わ
せ
で
処
理
す
る「
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
」が
あ
る
。
大
阪

万
博
が
も
う
す
ぐ
開
催
さ
れ
る
が
、
今
回
の
万
博
の
見
所
は「
日
本
政
府
館
」

令
和
７
年
新
春
講
演
会

に
あ
る
民
間
企
業
の
展
示
物
で
あ
る
。
1
9
7
0
年
の
大
阪
万
博
で
は
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た「
動
く
歩
道
」が
展
示
さ
れ
て
い
た
。
当
時

は
そ
の
よ
う
な
も
の
誰
が
使
う
の
か
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
が
今
で
は
新
宿

駅
か
ら
都
庁
ま
で
の
歩
道
や
羽
田
空
港
な
ど
で
必
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
の
万
博
で
は
認
証
技
術
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
進
化
が
注
目
で
あ
る
。

本
人
を
認
証
す
る
た
め
に
、
顔
の
骨
格
形
状
、
瞳
の
虹
彩
模
様
、
耳
の
形
状

を
組
み
合
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
す
る
と
他
人
と
間
違
う
可
能
性
は
、
百
億
分

の
一
ま
で
下
が
る
。
こ
れ
は
世
界
人
口
が
80
億
人
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

他
人
と
間
違
う
こ
と
は
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
の
認
証
技
術
が
普
及

す
る
と
、
お
金
を
支
払
う
た
め
に
、
財
布
や
ス
マ
ホ
を
忘
れ
て
も
、
顔
は
く
っ

つ
い
て
い
る
の
で
支
払
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
。

【
人
を
大
切
に
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
】

　
こ
れ
だ
け
技
術
が
進
展
し
て
い
る
中
、
そ
の
技
術
の
導
入
や
工
場
の
誘
致

の
た
め
、
補
助
金
を
ど
う
や
っ
て
引
っ
張
っ
て
く
る
か
と
い
う
努
力
が
必
要

に
な
る
。
し
か
し
最
後
に
は
人
を
大
切
に
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
説
い
て
終

わ
り
た
い
。
万
博
会
場
近
く
に
あ
る
物
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
だ
が
、
昔
は

効
率
性
重
視
で
地
方
の
イ
ン
タ
ー
そ
ば
に
多
く
が
あ
っ
た
。
し
か
し
物
流
の

活
発
化
に
よ
り
都
会
に
も
配
置
す
る
必
要
が
出
て
き
た
。
そ
の
た
め
近
隣
住

民
の
支
持
を
得
る
必
要
が
出
て
く
る
。
何
を
や
っ
た
か
と
い
う
と
、
住
民
の

憩
い
の
場
を
取
入
れ
た
。
す
な
わ
ち
カ
フ
ェ
、
運
動
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な

ど
を
設
置
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
物
流
施
設
の
耐
震
性
を
活
か
し
て
、
南
海

ト
ラ
フ
な
ど
の
大
地
震
の
時
に
は
近
隣
住
民
の
避
難
場
所
に
な
る
こ
と
も
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
ま
た
、
長
距
離
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
の
需
要
が
最
も
高
い

の
が
風
呂
に
入
る
こ
と
で
あ
る
。
金
沢
市
に
あ
る
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
来
て
い
る
の
は
風
呂
が
あ
る
と
い
う
理
由
が
大
き
い
。

金
沢
以
外
に
は
足
柄
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
等
数
え
る
程
度
し
か
な
い
。
さ
ら
に

風
呂
は
離
職
率
を
下
げ
る
効
果
が
あ
る
。
ト
ヨ
タ
は
昨
年
不
正
ニ
ュ
ー
ス
が

あ
っ
た
が
、
本
社
に
は
こ
れ
ま
で
不
正
が
無
い
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し

て「
お
や
じ
」と
呼
ば
れ
る
人
の
存
在
が
大
き
い
。「
お
や
じ
」は
ト
ヨ
タ
の
取

締
役
の
１
人
で
あ
り
、
さ
ら
に「
お
や
じ
」は
役
職
名
に
な
っ
て
い
る
。
本
社

に
は
大
浴
場
が
３
つ
あ
り「
お
や
じ
」は
入
社
以
降
、
今
も
朝
６
時
に
そ
の
風

呂
場
に
入
っ
て
か
ら
現
場
へ
向
か
う
。
何
か
の
理
由
で
失
敗
し
た
従
業
員
は

「
お
や
じ
」に
会
い
に
、
朝
６
時
に
そ
の
風
呂
場
へ
行
っ
て
く
る
。
そ
こ
で「
お

や
じ
」は
内
容
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
が
ト
ヨ
タ
流
の「
み
そ
ぎ
」

と
な
っ
て
い
る
。
不
正
を
行
う
よ
う
な
会
社
で
は
末
端
の
従
業
員
が
取
締
役

に
直
接
失
敗
を
報
告
す
る
よ
う
な
こ
と
は
ま
ず
無
い
で
あ
ろ
う
。
現
場
内
で

隠
す
か
、
下
手
し
た
ら
会
社
の
方
針
で
隠
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。「
お
や

じ
」は
副
社
長
だ
っ
た
時
に
デ
ジ
タ
ル
化
の
導
入
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
そ

の
条
件
と
し
て
人
を
切
ら
な
い
こ
と
を
真
っ
先
に
あ
げ
た
。
機
械
は
間
違
え

る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
見
破
る
の
が
人
間
の
役
割
と
い
う
信
条
か
ら
で

あ
る
。
か
ほ
く
市
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
何
と
か
知
恵
を
絞
っ
て
補

助
金
を
獲
得
し
、
産
業
を
発
展
さ
せ
、
雇
用
を
増
加
さ
せ
る
よ
う
な
取
り
組

み
を
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
講
師
は
ジ
ョ
ー
ク
を
交
え
な
が
ら
の
１
時
間
30
分
を
超
す
講
演
を
終
え
、
聴

講
者
の
拍
手
の
中
降
壇
し
た
。

❷


